
と、異体字としているものがある。本書では後者の説を採っ
た。ちなみに説文も、康煕字典も別字としている。説文篆文
の偏が「丼」の字体は他に見えない。

【分】この字の「刀」は南北朝期あたりに書き順と字体が変わ
る。草書の書き方の影響を行書、楷書が受けたのだろうか。
その字体は干禄字書で〈通〉とされている。この字は文字通
り分けるのだから、本来、上部の屋根がくっついてはいけな
い。くっつく字体は江戸に現れる。そのいけない字体を漱石

が踏襲しているが、同時に草書の字体も使っている。
【刊】唐代に偏の縦線を左に払う字形が現れる。五経文字の
江戸期の版本も偏の縦線を左に払っており、拓本の五経文字
とは異なる。
【刑】書道字典には「刑」と「井＋刂」を別字としているもの

分

刊

刑
𠛬

列

フン・ブ・
ブン・わか
つ・ わ か
る・わかれ
る・わける

カン
きる
けずる

ケイ
のり

レツ
つらなる
つらねる

教2常①

教5常①

常①

教3常①

粘葉本朗詠 節用

節用

農家調宝記
嗣篇

刀2

刀3

陸軍

明治の漢字 ○

干禄〈通〉

五経・序

分
現代中国

刊
現代中国

江戸五経・序

甲骨 金文 子弾庫楚帛

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

泰山刻石

説文篆文

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

石門頌

曹全碑

尹宙碑

北海相景君碑

封龍山頌

曹全碑

集字聖教序 東方朔画賛 牛闕造像記

元徽墓誌

元祐墓誌

張猛龍碑

鄭羲下碑

道因法師碑

九成宮

王居士塼塔銘

孔穎達碑

泉男生墓誌 .

干禄字書

干禄・序

五経・序

九経字様

王勃詩序

趙志集

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

出世太平記

節用

刀4

刀6

刀4

康煕古文

刀4

明治の漢字
〈許容字〉

明治の漢字
〈標準字〉

陸軍〈本字〉

刑
現代中国

列
現代中国

金文散氏盤

楚・曽侯乙墓

古璽

古璽

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

武威漢簡

銀雀山竹簡

敦煌漢簡

馬王堆

馬王堆

韓仁銘

夏承碑

曹全碑

張景造土牛碑

北海相景君碑

智永

智永

智永

蘭亭叙

蘭亭叙

鄭羲下碑

元飄墓誌

元楨墓誌

魏霊蔵造像記

孔子廟堂碑

九成宮

孔子廟堂碑

孟法師碑

開成石経

開成石経

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

78 79

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【刀】分
2
刊
3
刑
4
列
4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【別】古代の字を見ると偏は「咼－口」で、馬王堆まではその
字体を書いている。九経字様では偏が「咼－口」の字体を説
文、「別」を隷省としている。
【刻】説文篆文、五経文字、康煕字典の一画目は共に横線。智
永千字文の行書、琱玉集や粘葉本朗詠では3～4画の書き順

が現在とは逆。楷書もこのような書き順で書かれていたのか
もしれない。智永千字文の行書は偏の最終2画が「家」の最
終2画のように上の方に書かれている。宋元以来俗字譜にも
このような異体字が見える。康煕字典の古文は根拠を確認で
きない。

【初】南北朝から誤って示偏が書かれることが多くなる。法
華義疏では偏に「禾」を書いている。江戸版本では示偏が圧
倒的で、衣偏の使用例がみつからないほど。漱石は示偏を書
いている。法輪寺切は示偏だとしてもおかしな字体。
【判】偏の縦線は唐代まではまっすぐに書き、左に流すもの

ではなかったようだ。左に流している例が確認できるのは北
宋。日本でも上代ではまっすぐに書いている。康煕字典は
まっすぐだが、現代中国の印刷字体は左に流している。日本
の印刷字体ではまっすぐなのと左にながす例が半々くらい
だった。文部省活字も当用漢字表も左に流している。

初

判

別

利

券

刻

ショ
うい・そめ
る・はじめ
はじめて・
はつ・うぶ

ハン
バン
わける

ベツ
わかれる

リ
きく
するどい

ケン
わりふ

コク
きざむ
とき

教4常①

教5常①

教4常①

教4常①

教5常①

教6常①

道因法師碑

元暦萬葉①

慈慧遺告

粘葉本朗詠

節用

節用

庭訓往来

節用

節用

刀5

康煕古文

刀6

刀6 教科書〈俗〉

×

○

干禄〈通〉

江戸五経〈訛〉

利
現代中国

券
現代中国

刻
現代中国

甲骨

甲骨

金文 西周・利𣪘

侯馬盟書 包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

里耶秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文古文

説文篆文

説文篆文

泰山刻石

居延漢簡

居延漢簡

銀雀山竹簡

敦煌漢簡

乙瑛碑馬王堆

西嶽崋山廟碑馬王堆

王献之

智永千字文

集字聖教序

智永千字文

元珍墓誌

王興之夫婦
墓誌

李超墓誌

九成宮

雁塔聖教序

伊闕仏龕碑

皇甫誕碑

開成石経

干禄字書

五経文字・序

江戸五経・序

王勃詩序

綜藝種智院式

琱玉集

元暦萬葉④

元暦萬葉⑥

元暦萬葉⑲

平安・法輪寺切

元暦萬葉①

元暦萬葉⑲

元暦萬葉②

女消息往来

節用

節用

節用

農家用文章

女大学

刀5

刀5

刀5 教科書〈俗〉

○

× 北宋・米芾

初
現代中国

判
現代中国

别
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

金文

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

禮器碑

尹宙碑

曹全碑

書譜

十七帖

蘭亭叙

王献之

張猛龍碑

鄭羲下碑

馮季華墓誌

馬鳴寺根法師碑

元詳造像記

敬史君碑

孔子廟堂碑

化度寺碑

王訓墓誌

圭峰禅師碑

江戸五経

干禄・序

九経〈隷省〉

九経〈説文〉

法華義疏

王勃詩序

最澄・招来目録

聾瞽指歸

王勃詩序

80 81

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【刀】初
5
判
5
別
5
利
5
券
6
刻
6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【刺】睡虎地秦簡や漢以降に書かれた字体を見るかぎり、説文
篆文の字体は誤りなのではないか。
【刹】説文には未掲載。新附に「柱也。从刀、未詳。殺省聲。」
とある。文部省活字では偏の「ホ」に点がついている。
【前】もとは「止」と「舟」を合わせた「歬」の字体らしい。

甲骨には「行（十字路の形）」のついたものもある。睡虎地秦
簡には「歬」に「刀」が加わっている。「歬」に「刀」が加
わり、「止」が略体になったものが「前」らしい。「止＋舟＋
刀」の字体にさらに「刀」を加えて「剪」となった。説文に
は別に「剪」があり、その篆文は「止＋舟＋刀」の字体。

刷

刺

制

到
刹

削
前
歬

サツ
する
はく
はけ

シ
ささる
さす
そしる
とげ

セイ
おさえる

トウ
いたる

セツ
サツ
セチ
てら

サク
けずる

ゼン
まえ
さき
すすむ

教4常①

常①

教5常①

常①

新②

常①

教2常①

色紙法華経⑧

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

膝栗毛

庭訓往来

節用

刀6

刀7

刀7

古文

字典體

標準體

×

×

九経字様「剪」説文

刹
現代中国

削
現代中国

前
現代中国

前
現代中国

甲骨

甲骨

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文新附

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

馬王堆

孔彪碑

衡方碑

石門頌

書譜

十七帖 集字聖教序

敬史君碑

孫遼浮図銘記

仏説観仏
三昧海経

元維墓誌

出曜経注解

鄭羲下碑

昭仁寺碑

信行禅師碑

樊興碑

雁塔聖教序

干禄・序

九経字様

王勃詩序

聖武天皇雑集

王勃詩序

王勃詩序

古文九経〈隷省〉郭店楚簡 武威漢簡 趙寛碑

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

節用

日本居家秘用

節用

御高札之写

旅行用心集

刀6

刀6

刀6

刀6

江戸五経〈訛〉

刷
現代中国

制
現代中国

到
現代中国

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文篆文

馬王堆

居延漢簡

新居延漢簡

居延漢簡馬王堆

馬王堆

居延漢簡

石門頌

史晨後碑

乙瑛碑

智永千字文

淳化閣帖

興福寺断碑

池陽令張君碑

張猛龍碑

鄭羲下碑

馮季華墓誌

昭仁寺碑

化度寺碑

温彦博碑

泉男生墓誌

干禄字書

五経文字

五経文字

江戸五経

干禄・序

五経文字

開成石経

聖武天皇雑集

王勃詩序

聖武天皇雑集

刺
現代中国

82 83

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【刀】刷
6
刺
6
制
6
刹
6
削
7
前
7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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種類がある。日本の平安時代初期に「金＋刃」の字体が出現
するが、これは「僉」を「金」と見間違えた誤字か、あるい
は「金＋刃」として新たに作られた会意文字であろう。「僉」
の部分を現在のように書くようになったのは中国では宋代、
日本では鎌倉時代からのようだ。

【剛】最澄が、旁を「寸」とする字体を書いている。空海も灌
頂記でこの字体を書き、後に藤原忠親もこの字体を書いてい
る。これは中国には例のない異体字である。現代中国の字体
には偶然かもしれないが古代文字の字体を生かされている。

【則】説文では「則（貝＋刀）」の字体が正体とされていて、漢
代以降もその字体が書かれている。ところが権量銘に用いら
れている字体は「鼎＋刀」である。始皇帝は度量衡の統一と
文字（字体）の統一をしたといわれるが、まず度量衡の統一
をして、後に文字（字体）の統一をしたのだろう。

【剃】南北朝期より古い使用例がみつからない。五経文字に
は説文篆文に対応する字体が「彡」部に掲載されている。
【剣】「剱・劍・劒・劔・劍・釰・釼・釼」などの異体字があ
る。篇と旁の左右の位置がかわることはあるが、部品として
は必ず「僉」が付き、もう一方の部品に「金」「刀」「刃」の3

則

剃
剣
劍

劔

劒

剛

ソク
すなわち
のっとる
のり

テイ
そる

ケン
つるぎ

ゴウ
かたい
こわい
つよい

教5常①

①

常①

人②

常①

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

家道訓

節用

庭訓往来

刀7

古文

古文

古文

古文

刀7

则
現代中国

剃
現代中国

何尊 睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

子弾庫楚帛

権量銘

説文篆文

説文古文

説文古文

説文籀文

説文篆文

銀雀山竹簡

馬王堆

西嶽崋山廟碑 智永千字文 集字聖教序 鄭羲下碑

大般涅槃経6

江戸干禄・序

江戸五経

王勃詩序

大聖武

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

墨流本朗詠

後醍醐天皇
天長印信

金峰山埋経願文

藤原忠親

瓦版6

武士訓

名家略伝

迪彝篇

節用

迪彝篇

刀13

刀14

金13

刀8

古文

古文

漢字要覧〈別体〉

教科書〈同字〉

教科書〈俗字〉

陸軍〈古字〉

標準体

許容体

× 漢字要覧〈正体〉

教科書〈正字〉

陸軍〈正体〉

干禄〈通〉

剑
現代中国

宋・大唐三蔵
取経詩話

清・嶺南逸史

刚
現代中国甲骨

甲骨

金文

金文

金文

金文

金文

侯馬盟書

侯馬盟書

侯馬盟書

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

信陽楚簡

説文篆文

説文籀文

説文篆文

説文古文

新居延漢簡

銀雀山竹簡

武威漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

樊敏碑

熹平石経

智永千字文

書譜 興福寺断碑

敬史君碑

元平墓誌

乞伏宝墓誌

李璧墓誌

敬史君碑

元暎墓誌

弔比干墓文

劉碑造像記

昭仁寺碑

房玄齢碑

伊闕仏龕碑

圭峰禅師碑

段志玄碑

五経文字

五経文字 琱玉集

干禄字書

五経文字

王勃詩序

性霊集

性霊集

金剛場陀羅
尼経

金剛場陀羅
尼経

最澄
空海請来目録

最澄
空海請来目録

最澄
空海請来目録

84 85

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【刀】則
7
剃
7
剣
8
剛
8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



剤
劑

剥
剝

剖
剰
剩

副

ザイ

ハク・ホク
はかま・とる・
はがれる・は
ぐ・はげる・
むく

ボウ
さく
わかれる

ジョウ
あまつさえ
あまり
あまる

フク
そう
そえる

常①

常①

常①

常①

人②

教4剰①

絵本黴瘡軍談

開花往来

開化往来

節用

庭訓往来

刀14

剤
現代中国説文篆文

比丘尼統慈
慶墓誌 東大寺献物帳

空海
三十帖策子

九條本延喜式⑧

三宝絵詞

関戸本朗詠

再板農業全書

再板農業全書

消息往来

刀8

古文

刀8

刀9

刀9

○

×

剰
現代中国

副
現代中国

剥
現代中国

剖
現代中国

甲骨 説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文籀文

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

衡方碑

熹平石経

衡方碑

史晨前碑

史晨後碑

姨母帖

王献之

十七帖

玄言新記明
老部

李璧墓誌

高樹解佰都
造像記

劉碑造像記

崔敬邕墓誌

周易王弼注③

高貞碑

樊興碑

開成石経 聾瞽指歸

琱玉集

琱玉集

性霊集

86 87

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【刀】剤
8
剝
8
剖
8
剰
9
副
9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


